
年頭のご挨拶
G r e e t i n g

【
学
園
の
取
り
組
み
】

年
６
月
に
会
期
を
終
え
た
通

常
国
会
で
「
学
校
教
育
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
今
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
の
法
律
に
は
、
今
後
の

大
学
経
営
に
影
響
を
与
え
る
内
容
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
学
校

教
育
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
後
、
認
証
評
価
に
お

い
て
適
合
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
大
学
は
、
文
科
大
臣
か
ら
報
告
又

は
資
料
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
私
立
学
校
法
の
改
正
に
よ

り
、
監
事
の
牽
制
機
能
の
強
化
等
、

役
員
の
職
務
や
責
任
に
関
す
る
規
定

の
整
備
も
行
わ
れ
て
お
り
、
本
学
園

も
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
寄
附
行

為
の
変
更
な
ど
に
着
手
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
大
学
設
置
法
人
は
こ
れ

ら
に
加
え
て
、
認
証
評
価
の
結
果
を

踏
ま
え
て
事
業
に
関
す
る
中
期
的
な

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
、
財
務
書
類

等
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
て
、
一
般
企
業
と
同
じ
よ
う

に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）

を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
園
を
取
り
巻
く
外

的
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
私

を
含
め
役
員
の
責
務
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
女
子
大
学
の
取
り
組
み
】

年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
高

等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

に
つ
い
て
、
す
で
に
耳
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
大
学
も
申

請
が
認
め
ら
れ
、
支
援
対
象
校
と
な

り
ま
し
た
。
支
援
措
置
の
対
象
と
な

る
大
学
に
は
、
学
問
追
究
と
実
践
的

教
育
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
大
学
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
経
営
に
課

題
の
あ
る
法
人
の
設
置
す
る
大
学
等

は
対
象
外
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
対
象
と
な
る
学
生
へ
の
支

援
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
、
在
学

生
は
勿
論
の
こ
と
、
今
年
受
験
す
る

受
験
生
の
入
学
時
の
手
続
事
務

等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
早
急
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
学
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
教

育
の
質
的
保
障
を
ど
の
よ
う
に
高

め
、
そ
れ
を
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
を

ど
う
構
築
す
る
か
で
す
。

【
中
高
の
取
り
組
み
】

見
中
高
出
身
の
校
長
と
し
て
、

前
校
長
の
残
任
期
間
を
引
き

継
い
だ
松
井
校
長
は
、
実
際
の
授
業

や
行
事
を
通
し
て
日
頃
か
ら
生
徒
と

直
接
接
し
て
お
り
、
内
外
の
学
校
説

明
会
等
で
、「
現
場
の
声
」
を
保
護

者
や
受
験
生
、
塾
関
係
者
に
伝
え
て

い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
今
年
の
説
明

会
参
加
者
の
増
加
に
現
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
試
制
度
も
工
夫
し
、

特
に
今
年
新
し
く
加
わ
っ
た
国
語
重

視
型
入
試
は
、
塾
や
教
育
関
係
者
か

ら
も
好
評
と
聞
い
て
い
ま
す
。
教
育

面
で
は
、
語
学
研
修
や
短
期
留
学
等

を
含
め
て
、
異
文
化
体
験
を
通
し
て

生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

向
け
て
も
歩
み
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

故
、
今
年
度
入
試
に
ど
れ
だ
け
の
受

験
生
が
集
ま
る
か
、
大
変
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
学
園
１
５
０
周
年
に
向
け
て
】

後
に
、
学
園
の
中
長
期
計
画

に
お
い
て
も
、
２
０
２
５
年

に
迎
え
る
学
園
創
立
１
５
０
周
年
に

向
け
て
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
が
本

番
と
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
学
生
・
生
徒
が
安
心
し

て
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
、
充
実

を
目
標
に
、
学
園
の
ま
す
ま
す
の
発

展
の
た
め
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
学

生
、
保
護
者
、
教
職
員
、
卒
業
生
、

受
験
生
、
企
業
な
ど
の
利
害
関
係
者
）

の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

跡見学園理事長

山崎 一穎

最 跡

昨
今
年
学
園
は
創
立
１
４
５
周
年
を
迎
え
、
学
園
創
設
者
の
跡

見
花
蹊
先
生
生
誕
１
８
０
周
年
と
な
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

年
頭
に
際
し
、
山
崎
一
穎
理
事
長
か
ら
、
学
園
の
現
況
に
つ

い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。今

注
：
14
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
入
試
日
程
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

※

※高等教育の修学支援新制度について
■授業料等減免 ■給付型奨学金

（実施時期：令和2年4月1日）

◯各大学等が、以下の上限額まで授
業料等の減免を実施。減免に要す
る費用を公費から支出

◯日本学生支援機構が各学生に支給
◯学生が学業に専念するため、学生
生活を送るのに必要な学生生活費
を賄えるよう措置大学授業料等減免の上限額

（年額）（住民税非課税世帯） 給付型奨学金の給付額
（年額）（住民税非課税世帯）国公立

私立　大学・短期大学・専門学校
自宅生 約46万円、自宅外生 約91万円

入学金
約28万円約54万円約26万円約70万円

授業料 入学金 授業料
私立

■住民税非課税世帯に準ずる世帯の学生

年収目安 約270万円
（非課税）

給付型
奨学金

授業料
等減免

２／３

２／３ １／３
１／３

約300万円 約380万円

住民税非課税世帯の学生の２／３又は１／３を
支援し、支援額の段差を滑らかに

（両親・本人・中学生の家
族４人世帯の場合の目安。
基準を満たす世帯年収は
家族構成により異なる）

■詳細は文科省ホームページ参照
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